
よりそい、見つめ合います ＪＡ佐久浅間広報誌［ジャッホー］

Ⓒみんなのよい食プロジェクト第21回フォトコンテスト入賞作品 「夕刻の光景」　渡辺 鉞三さん（小諸市）

12 持
続
可
能
な
Ｊ
Ａ
経
営
基
盤
の
確
立
・
強
化
を

第
22
回
通
常
総
代
会
／

総
代
か
ら
の
主
な
ご
意
見
・
ご
要
望
と
Ｊ
Ａ
の
回
答

■
ス
マ
イ
ル
Ｊ
Ａ
女
性
会
　
佐
久
支
部

■
家
庭
菜
園
便
利
帖
　
果
菜
類
の
整
枝

  2021（令和 3 年）

V o l . 2 5 6

6



3 JAHOO-2021-6 月号 2

第　

回
通
常
総
代
会

22

持
続
可
能
な
Ｊ
Ａ
経
営
基
盤
の

　
　
　
　
　
　
　

確
立
・
強
化
を

持
続
可
能
な
Ｊ
Ａ
経
営
基
盤
の

　
　
　
　
　
　
　

確
立
・
強
化
を

持
続
可
能
な
Ｊ
Ａ
経
営
基
盤
の

　
　
　
　
　
　
　

確
立
・
強
化
を

持
続
可
能
な
Ｊ
Ａ
経
営
基
盤
の

　
　
　
　
　
　
　

確
立
・
強
化
を

持
続
可
能
な
Ｊ
Ａ
経
営
基
盤
の

　
　
　
　
　
　
　

確
立
・
強
化
を

　

当
Ｊ
Ａ
は
５
月
28
日
、
ベ
ル
ウ
ィ
ン
こ
も
ろ

で
第
22
回
通
常
総
代
会
を
開
き
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
を
注
視
す
る

中
、
感
染
拡
大
防
止
に
考
慮
し
て
予
定
し
て
い

た
総
代
懇
談
会
を
中
止
し
、
全
総
代
に
説
明
用

資
料
を
事
前
に
送
付
し
た
ほ
か
、
要
望
に
応
じ

て
映
像
化
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
配
布
。
当
日
は
書
面

に
よ
る
議
決
権
の
行
使
を
依
頼
し
、
規
模
を
縮

小
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

浅
沼
組
合
長
は
「
農
業
生
産
基
盤
の
維
持
拡

大
を
図
り
、
農
家
所
得
の
向
上
と
地
域
農
業
の

活
性
化
を
目
指
す
と
と
も
に
、
内
部
管
理
態
勢

の
強
化
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
遵
守
し
、
組

合
員
の
皆
さ
ま
に
信
頼
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
と
し
て
役

職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
書
面
出
席
６
０
５
人
、
本
人
出
席
24
人

で
総
代
会
は
成
立
し
、
令
和
２
年
度
事
業
報
告

や
３
年
度
事
業
計
画
・
収
支
計
画
な
ど
全
８
議

案
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
当
Ｊ
Ａ
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
３
カ
年

プ
ラ
ス
２
カ
年
計
画
の
最
終
年
と
し
て
ビ
ジ
ョ

ン
に
掲
げ
た
「
地
域
の
農
業
振
興
と
農
業
所
得

の
増
大
」
「
組
合
員
と
Ｊ
Ａ
の
信
頼
の
向
上
」

「
Ｊ
Ａ
経
営
基
盤
の
確
立
」
の
着
実
な
実
践
と

と
も
に
、
３
年
度
以
降
の
経
営
戦
略
（
成
長
戦

略
・
効
率
化
戦
略
）
に
つ
い
て
取
り
組
み
を
進

め
ま
す
。

あいさつする浅沼組合長

議長の荻原茂人さん（左）と市川清美さん

議決権を行使する総代

特集
第22回通常総代会で緊急決議を採択

食料安全保障の確立に向けた緊急決議

　通常総代会終了後、「食料安全保障の確立に向けた緊急決議」を提案。近年頻発する
自然災害や新型コロナウイルス感染拡大などの影響により、食料需給が今後ますます逼
迫することが予想される中、農業の多面的機能維持を含めた食料安全保障政策の実行、
地域農業生産の拡大や消費者理解対策を通じ、地域社会の維持に貢献することを確認し
採択しました。

　農業をめぐる情勢は、近年頻発する災害や新型コロナウイルスの感染拡大に伴う農畜産物
の需要減退などによって、安定した生産および経営が困難な状況になってきている。一方、
世界では水資源の制約による生産量の減少、災害やコロナ禍を踏まえた食料輸出制限などに
よって、食料需給は今後ますます逼迫していくことが予想される。
　国民の食料生産を担う農業は「命」に直結する産業であるとともに、その生産に必要な水
を育む森林などは、地域文化や景観維持、治水・利水などのダム機能をはじめ、国土保全に
必要な多面的機能を有するなど重要な役割を果たしている。
　また、今回の新型コロナの感染拡大や最近国際社会で取り組みが叫ばれるＳＤＧｓ（持続
可能な開発目標）など、一部には国内の食料生産・消費に注目する動きも出始めている。
　こうした状況や不測の事態に備えて、国内での食料生産の拡大は、昨年見直しされた「食
料・農業・農村基本計画」における食料自給率目標（令和１２年度までに、食料自給率：カ
ロリーベース４５％・生産額ベース７５％）に示されており、その達成に向けてあらゆる施
策が講じられなければならない。
　このため、我々は行き過ぎた規制改革に反対するとともに、これ以上地方の農業・農村の
疲弊、食料自給率や食料自給力の低下を招くことのないよう、国・県に対し、農業の多面的
機能維持を含めた食料安全保障政策の実行を通じ、農業者の経営安定を強く求めていく。あ
わせて、自らも地域農業生産の拡大や消費者理解対策を通じ、地域社会の維持に貢献してい
くものとする。

　以上、決議する。

　令和３年５月２８日

　佐久浅間農業協同組合

第２２回通常総代会



組
合
員
の
負
託
に
応
え
る

　
　
　
　
　
Ｊ
Ａ
を
目
指
し
て

総
代
か
ら
の
主
な
ご
意
見
・
ご
要
望
と
Ｊ
Ａ
の
回
答

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
観
点
か
ら
中
止
し
た
総
代
懇
談
会
に

代
わ
り
、
総
代
の
皆
さ
ん
か
ら
事
前
に

貴
重
な
ご
意
見
や
ご
要
望
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
後
の
Ｊ
Ａ
運
営
に
反
映

し
、
皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
る
事
業
展

開
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

営
農
指
導
体
制
に
つ
い
て

営
農
技
術
員
は
令
和
元
年
度
59
人
に

対
し
、
２
年
度
末
は
50
人
と
９
人
減
少

し
て
い
る
。
営
農
技
術
員
は
農
作
物
生

産
の
要
と
考
え
る
が
、
減
少
の
理
由
を

説
明
願
い
た
い
。

減
少
の
理
由
は
定
年
な
ど
に
よ
る
退

職
に
よ
る
も
の
で
す
。
ご
指
摘
の
と
お

り
、
営
農
技
術
員
は
農
作
物
生
産
の
要
で

あ
り
ま
す
の
で
、
新
規
採
用
や
内
部
登
用

に
よ
る
人
材
確
保
と
と
も
に
引
き
続
き
、

研
修
会
な
ど
に
よ
る
育
成
と
技
術
レ
ベ
ル

の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

営
農
指
導
体
制
と

農
業
振
興
に
つ
い
て

営
農
関
連
事
業
の
生
産
基
盤
強
化
拡

大
対
策
の
中
に
「
営
農
指
導
体
制
①
生

産
拡
大
に
向
け
た
農
家
訪
問
」
と
あ
る

が
、
実
施
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
「
生

産
拡
大
」
と
あ
る
が
、
地
域
農
家
の
品

質
向
上
や
農
産
物
の
良
品
統
一
、
生
産

者
収
益
の
拡
大
が
必
要
と
思
わ
れ
る
が

現
状
、
組
織
体
制
と
活
動
が
見
え
な
い
。

具
体
的
な
行
動
計
画
が
あ
っ
た
ら
教
え

て
ほ
し
い
。

昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
計
画
し

て
い
た
栽
培
指
導
会
や
講
習
会
、
農
家
訪

問
が
十
分
に
実
施
で
き
な
い
状
況
で
し
た

が
、
生
産
者
と
の
情
報
交
換
や
技
術
指
導

不
足
を
補
完
す
る
た
め
、
今
年
２
月
に
集

中
し
て
営
農
指
導
員
に
よ
る
生
産
者
訪
問

を
実
施
し
ま
し
た
。
同
様
の
取
り
組
み
を

６
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
予
定
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
農
業
を
視
野
に
入

れ
た
防
除
作
業
の
軽
減
と
し
て
の
ド
ロ
ー

ン
利
用
、
Ｉ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
履
歴
記

帳
な
ど
を
取
り
入
れ
、
生
産
拡
大
に
結
び

付
け
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域
農
業
振

興
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
践
に
よ
り
、
地
域
に
即

し
た
品
目
選
定
や
技
術
導
入
を
計
画
的
に

進
め
、
良
品
統
一
や
生
産
者
の
所
得
向
上

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
の
資
金
運
用
に
つ
い
て

信
連
の
貯
金
施
設
及
び
奨
励
体
系
を

余
裕
金
基
準
か
ら
貯
金
基
準
に
変
更
し
た

経
緯
と
Ｊ
Ａ
の
自
主
運
用
ス
タ
ン
ス
を
教

え
て
ほ
し
い
。

平
成
28
年
２
月
以
降
、
日
銀
の
マ
イ

ナ
ス
金
利
政
策
等
に
よ
る
系
統
金
融
機
関

の
運
用
収
益
の
低
迷
に
よ
り
、
Ｊ
Ａ
独
自

の
資
金
運
用
の
必
要
性
が
今
ま
で
以
上
に

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
伴
い
、
信
連
の
貯
蓄
奨
励
金
を
含
め
た

Ｊ
Ａ
へ
の
還
元
水
準
が
見
直
さ
れ
、
Ｊ
Ａ

自
ら
の
資
金
運
用
を
促
す
た
め
に
基
準
を

変
更
す
る
も
の
で
す
。
今
後
の
自
主
運
用

策
と
し
て
、
信
連
預
金
を
は
じ
め
農
業
融

資
・
住
宅
融
資
を
メ
イ
ン
に
貸
出
金
の
増

加
を
図
る
商
品
提
案
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
国
債
を
中
心
に
有
価
証
券
等
の
運
用

に
よ
る
利
益
確
保
を
行
い
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

に
つ
い
て

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
多
く
の
分
野
に
渡
る
活

動
だ
が
、
Ｊ
Ａ
で
は
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
る
か
。
営
利
活
動
と
相
反
す

る
部
分
も
あ
る
が
説
明
願
い
た
い
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

17
の
目
標
に
対
し
て
協
同
組
合
の
視
点
な

ど
５
つ
の
視
点
か
ら
、
食
料
・
農
業
事
業

分
野
、
地
域
・
く
ら
し
事
業
分
野
、
協
同
・

組
織
運
営
分
野
の
３
つ
の
分
野
で
、
持
続

可
能
な
食
料
の
生
産
と
農
業
の
振
興
な
ど

の
事
業
や
活
動
を
通
じ
、
目
標
の
達
成
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
具
体
的
な

取
り
組
み
事
項
は
、
東
洋
ラ
イ
ス
㈱
と
協

力
し
「
無
洗
米
」
の
販
売
拡
大
、
遊
休
農

地
の
仲
介
に
よ
る
農
地
・
環
境
保
全
へ
の

取
り
組
み
、
女
性
会
の
活
動
を
通
じ
た
健

康
と
福
祉
へ
の
取
り
組
み
な
ど
で
す
。

賦
課
金
の
負
担
に
つ
い
て

賦
課
金
を
正
組
合
員
が
負
担
す
る
の

は
な
ぜ
か
説
明
願
い
た
い
。

賦
課
金
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、

農
協
法
及
び
定
款
の
規
定
に
基
づ
き
徴
収

し
て
い
ま
す
。
准
組
合
員
は
Ｊ
Ａ
事
業
の

利
用
目
的
が
単
一
的
で
あ
る
こ
と
が
多

く
、
出
資
配
当
以
外
の
奨
励
・
助
成
が
ほ

と
ん
ど
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
を
考
慮
し
、

正
組
合
員
か
ら
の
徴
収
と
し
て
い
ま
す
。

農
業
関
連
事
業

企
画
総
務
関
係

信
用
事
業

特 集
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組
合
員
の
皆
様
に
は
益
々
ご
健
勝
に
て
ご
活
躍
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素
よ
り

農
業
振
興
に
ご
尽
力
頂
く
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
佐
久
浅

間
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
役
員
改
選
に
伴
い
、
第
22
回
通
常
総
代

会
後
の
理
事
会
に
お
き
ま
し
て
、
代
表
理
事
組
合
長

に
就
任
致
し
ま
し
た
。
農
業
や
農
協
を
取
り
巻
く
情

勢
が
大
変
厳
し
い
中
、
組
合
員
の
皆
様
か
ら
大
き
な

責
任
を
任
さ
れ
た
も
の
と
あ
ら
た
め
て
身
を
引
き
締

め
、
山
積
す
る
課
題
の
克
服
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。

　

農
協
の
使
命
は
、
農
家
を
守
り
地
域
農
業
を
守
っ

て
い
く
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
に
は
、
農
業

所
得
の
向
上
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が
第
一
義
で
あ

り
ま
す
。
先
々
を
見
据
え
た
農
業
基
盤
投
資
と
と
も

に
、
近
年
の
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
た
事
業
改
革
の
推

進
を
車
の
両
輪
と
し
て
、
農
協
経
営
の
安
定
を
図
っ

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て

こ
そ
、
農
業
を
基
盤
と
し
つ
つ
豊
か
で
安
定
し
た
地

域
社
会
が
築
い
て
い
か
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

佐
久
地
域
は
栽
培
さ
れ
る
品
目
も
多
岐
に
亘
り
、

県
内
有
数
の
農
畜
産
物
供
給
基
地
で
す
。
気
候
変
動

が
叫
ば
れ
る
中
、
農
家
所
得
向
上
の
た
め
に
ど
の
品

目
を
重
点
化
し
て
い
く
か
、
さ
ら
に
ど
の
よ
う
に
コ

ス
ト
削
減
を
図
り
労
働
生
産
性
を
向
上
し
て
い
く

か
、
こ
の
た
め
の
Ｉ
Ｔ
化
導
入
の
促
進
や
流
通
形

態
、
特
に
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
や
直
売
所
の
活
用
な

ど
、
検
討
、
研
究
を
進
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
安
定
し
た
品
目
に
よ
る
産
地
化
の
た

め
、
果
樹
、
花
卉
や
野
菜
を
中
心
と
し
た
団
地
造
成

も
一
つ
の
方
策
と
し
て
実
施
し
て
い
く
計
画
で
あ

り
、
商
品
化
率
の
高
い
新
品
目
を
加
え
て
所
得
向
上

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

基
幹
作
物
の
米
に
つ
い
て
は
、
世
界
一
う
ま
い
米

づ
く
り
地
帯
を
目
指
し
て
、
令
和
４
年
に
は
米
コ
ン

テ
ス
ト
の
世
界
大
会
が
小
諸
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

佐
久
平
総
合
技
術
高
校
臼
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
皆
さ
ん

は
、
既
に
お
米
甲
子
園
に
お
い
て
最
高
金
賞
を
受
賞

さ
れ
、
こ
の
実
践
が
毎
年
続
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
後
継
者
も
育
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
６
次
産
業
化
も
農
業
の
新
展
開
に
は
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
信
州
蓼
科
牛
ブ
ラ
ン
ド
や
望
月
高
原

ヨ
ー
グ
ル
ト
を
育
ん
で
い
る
畜
酪
部
門
、
野
菜
加
工

工
場
の
大
規
模
改
修
に
も
間
も
な
く
国
庫
補
助
を
頂

い
て
着
工
す
る
運
び
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
物
流
改

革
の
一
端
と
し
て
Ｊ
Ａ
直
売
所
も
令
和
４
年
に
１
カ

所
加
え
、
５
カ
所
で
直
接
農
家
の
手
取
り
向
上
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
農
業
活
動
を
さ
ら
に
支
え
、
か
つ
農
家

組
合
員
の
皆
様
の
生
活
を
支
え
て
い
く
た
め
に
も
金

融
・
共
済
事
業
の
安
定
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
令
和
３
年
度
よ
り
信
用
事
業
に
お
け
る
複
合

渉
外
体
制
を
構
築
し
、
金
融
も
共
済
も
或
い
は
他
の

事
業
に
つ
い
て
も
ご
相
談
に
応
じ
ら
れ
る
部
門
を
創

設
し
て
参
り
ま
す
。
国
の
低
金
利
政
策
の
影
響
は
極

め
て
重
大
で
あ
り
ま
す
が
、
Ｊ
Ａ
は
農
家
、
農
民
を

守
る
た
め
に
も
生
き
残
り
を
か
け
て
組
合
員
の
皆
様

の
負
託
に
お
応
え
し
て
参
り
ま
す
。

　

役
職
員
一
人
ひ
と
り
が
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
基

盤
を
し
っ
か
り
固
め
な
が
ら
地
域
農
業
の
振
興
と
新

し
い
、
親
し
ま
れ
る
Ｊ
Ａ
づ
く
り
に
邁
進
し
て
参
り

ま
す
。

　

今
後
と
も
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

代表理事組合長

浅沼 博

役　
　
　

員

■
代
表
理
事
組
合
長

　

浅
沼 

博
　
　
（
佐
久
市
）

■
代
表
理
事
副
組
合
長

　

生
産
事
業
担
当

　
髙
栁 

利
道
　
（
佐
久
市
）

■
常
務
理
事

　

企
画
総
務
事
業
担
当

　
栁
澤 

正
　
　
（
佐
久
市
）

　

金
融
共
済
事
業
担
当

　
小
林 

清
　
　
（
佐
久
市
）

■
企
画
総
務
担
当
理
事
委
員
会

　

委
員
長

　
磯
貝 

源
夫
　
（
佐
久
市
）

　

副
委
員
長

　
古
越 
茂
美
　
（
御
代
田
町
）

　

委
員

　
田
村 

善
子
　
（
佐
久
市
）

　
駒
村 

啓
一
　
（
佐
久
市
）

　
篠
原 

定
市
　
（
佐
久
市
）

　
市
川 

正
一
　
（
佐
久
穂
町
）

　
小
宮
山 

政
男
（
軽
井
沢
町
）

　
小
池 

宗
夫
　
（
立
科
町
）

　
篠
原 

美
知
子
（
佐
久
市
）

■
金
融
共
済
担
当
理
事
委
員
会

　

委
員
長

　
柳
沢 

益
男
　
（
佐
久
市
）

　

副
委
員
長

　
依
田 

君
雄
　
（
佐
久
市
）

　

委
員

　
山
浦 

一
利
　
（
佐
久
市
）

　
井
出 

明
　
　
（
佐
久
穂
町
）

　
岡
村 

英
昭
　
（
小
諸
市
）

　
土
屋 

寿
恵
　
（
小
諸
市
）

　
浅
田 

み
さ
子
（
佐
久
市
）

　
中
澤 

あ
け
み
（
佐
久
市
）

■
生
産
担
当
理
事
委
員
会

　

委
員
長

　
小
林 

正
明
　
（
小
諸
市
）

　

副
委
員
長

　
萩
原 

安
則
　
（
佐
久
市
）

　

委
員

　
池
田 

亮
　
　
（
佐
久
市
）

　
三
石 

光
　
　
（
佐
久
市
）

　
井
出 

や
よ
い
（
佐
久
市
）

　
大
木 

美
晴
　
（
御
代
田
町
）

　
武
井 

信
一
　
（
東
御
市
）

　
矢
島 

め
ぐ
み
（
立
科
町
）

　
塩
川 

チ
エ
ミ
（
小
諸
市
）

■
代
表
監
事
・
員
外
監
事

　
輿
水 

博
　
　
（
佐
久
穂
町
）

■
代
表
監
事
代
理

　
小
井
出 

広
海
（
佐
久
市
）

■
監
事

　
須
江 

究
　
　
（
佐
久
市
）

　
土
屋 

昌
良
　
（
御
代
田
町
）

■
常
勤
監
事

　
小
林 

隆
一
郎
（
小
諸
市
）

■
株
式
会
社
ア
メ
ッ
ク

　

代
表
取
締
役
社
長

　
井
上 

尚
　
　
（
佐
久
市
）

　

常
務
取
締
役

　
佐
藤 

弘
毅
　
（
佐
久
市
）

■
株
式
会
社
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド

　
代
表
取
締
役
社
長

　
櫻
井 

武
実
　
（
佐
久
穂
町
）

　

専
務
取
締
役

　
清
野 

正
明
　
（
佐
久
市
）

　

常
務
取
締
役

　
阿
部 

昌
史
　
（
立
科
町
）

■
株
式
会
社
佐
久
浅
間
ラ
イ
フ
ナ
ー

　
代
表
取
締
役
社
長

　
鷹
野 

茂
　
　
（
佐
久
市
）

　

常
務
取
締
役

　
花
里 

康
徳
　
（
佐
久
市
）

■
株
式
会
社
オ
ー
ト
パ
ル
佐
久
浅
間

　
代
表
取
締
役
社
長

　
矢
野 

光
宏
　
（
佐
久
市
）

　

常
務
取
締
役

　
石
山 

晃
　
　
（
佐
久
市
）

監　
　
　

事

子
会
社
役
員
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応
募
総
数
４
１
９
句

か
ら
30
句
が
入
賞

食
品
１
４
３
㎏
を
学
生

に
寄
付

女
性
会
・
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
活
動

第
16
回
Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間

年
金
友
の
会
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト

5月17日、女性会役員と当ＪＡ役員が佐久総合病院看護専門学校（左）
と佐久大学を訪問し、寄贈式を行いました。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
自
粛
生
活
が
続
く
地
域
の

学
生
を
支
援
し
よ
う
と
、
Ｊ
Ａ
女
性
会
は

今
年
度
か
ら
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

全
会
員
に
家
庭
で
余
っ
た
食
料
品
な
ど

を
持
ち
寄
る
よ
う
に
呼
び
掛
け
、
集
ま
っ

た
米
や
レ
ト
ル
ト
食
品
な
ど
約
１
４
３
㎏

を
佐
久
大
学
と
佐
久
総
合
病
院
看
護
専
門

学
校
の
学
生
に
寄
付
し
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
年
金
友
の
会
協
議
会
は
４
月

22
日
、
本
所
で
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰

式
を
開
き
ま
し
た
（
写
真
）
。

　

誰
も
が
気
軽
に
楽
し
め
る
俳
句
を
通

し
て
大
勢
の
会
員
に
参
加
し
て
も
ら
お

う
と
毎
年
開
催
。
「
Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間
管

内
の
自
然
・
農
業
・
四
季
」
を
題
材
に

90
人
の
会
員
か
ら
４
１
９
句
が
寄
せ
ら

れ
、
入
賞
30
句
を
決
定
し
ま
し
た
。

入
賞
作
品
（
所
属
支
部
・
氏
名
）

 

■
組
合
長
賞
『
最
優
秀
賞
』
（
順
不
同
、
敬
称
略
）

小
豆
選え

る
母
の
根
気
を
い
ま
さ
ら
に　
　

高
瀬
支
部　

中
山 

和
子

袋
か
け
ひ
ね
も
す
川か
わ
と音
す
る
畑　
　
　
　

臼
田
支
部　

清
水 

克
子

き
の
う
ま
で
愛
で
た
る
稲
を
刈
り
に
け
り　

小
諸
支
部　

林 

隆
一
郎

初
日
差
す
村
を
見
下
ろ
す
牛
の
塚　
　
　

立
科
支
部　

竹
内 

愛
国

あ
の
人
も
こ
の
人
も
ゐ
る
堰せ
き
さ
ら浚
へ　
　
　

立
科
支
部　

今
井 

稔
子

 

■
協
議
会
長
賞
『
優
秀
賞
』
（
順
不
同
、
敬
称
略
）

稲
丈
と
同
じ
曾
孫
の
稲
運
び　
　
　
　
　

岩
村
田
支
部　

秋
山 

か
よ
子

移
動
図
書
館
冬
の
日
差
し
が
背
表
紙
に　

佐
久
町
支
部　

油
井 

節
子

シ
ク
ラ
メ
ン
孫
は
高
校
農
業
科　
　
　
　

臼
田
支
部　
　

依
田 

節
子

買
ひ
替
へ
の
農
機
具
光
る
春

は
る
と
な
り隣　
　
　
　

御
代
田
支
部　

金
沢 

安
子

も
ろ
こ
し
畑ば

た

花
粉
の
の
ぼ
る
龍
の
ご
と　

北
御
牧
支
部　

山
浦 

義
代

 

■
入
選
（
順
不
同
、
敬
称
略
）

思
ひ
出
し
た
や
う
に
こ
と
し
の
皹

あ
か
ぎ
れ
く来　

　

岩
村
田
支
部　

茂
木 

貞
夫

つ
ぎ
は
ぎ
の
寒
波
の
中
に
春
を
待
つ　
　

中
佐
都
支
部　

栁
沢 

智
人

初
日
記
さ
ら
に
十
年
豊
か
に
と　
　
　
　

平
賀
支
部　
　

櫻
井 

早
苗

姫ひ
め
は
じ
め始

行
方
不
明
の
出
刃
包
丁　　
　
　

野
沢
支
部　
　

土
屋 

美
奈
子

春し
ゅ
ん
で
い
泥
に
長
靴
軽
ろ
し
未
だ
喜
寿　
　
　
　

岸
野
支
部　
　

志
村 

春
樹

山
笑
ふ
こ
の
地
を
終
の
住す

み
ど処
と
す　
　
　

臼
田
支
部　
　

鶴
岡 

紀
代

ひ
と
回
り
痩
せ
て
耐
へ
を
り
山
眠
る　
　

臼
田
支
部　
　

嶺
山 

利
子

罠
の
籠
雀
と
吾
子
の
知
恵
く
ら
べ　
　
　

臼
田
支
部　
　

細
谷 

三
恵
子

零
下
の
畑
菠
薐
草
の
葉
の
厚
み　
　
　
　

臼
田
支
部　
　

井
出 

敦
子

目
白
来
る
時
に
合
わ
せ
て
散
歩
道　
　
　

佐
久
町
支
部　

沖
津 

清
子

高
速
道
の
分
け
し
田
圃
や
白し

ら
さ
ぎ
く

鷺
来　
　
　

小
諸
支
部　
　

依
田 

義
興

買
出
し
を
終
え
て
二
人
の
年
籠　
　
　
　

小
諸
支
部　
　

土
屋 

啓
成

春
近
し
妻
の
リ
ハ
ビ
リ
歌
こ
ぼ
れ　
　
　

小
諸
支
部　
　

林 

和
好

農
日
誌
五
十
一
号
年
新
た　
　
　
　
　
　

北
大
井
支
部　

清
水 

篤
男

今
日
立
夏
心
の
回
路
切
り
替
へ
る　
　
　

御
代
田
支
部　

小
山 

米
子

日
本
の
燕
と
な
り
て
巣
立
ち
け
り　
　
　

望
月
支
部　
　

佐
藤 

康
弘

御お
さ
が
り降

や
見
え
ざ
る
山
に
手
を
合
は
す　
　

望
月
支
部　
　

臼
田 

章
子

ト
ラ
ク
タ
ー
に
一
声
か
け
て
春
耕　
　
　

望
月
支
部　
　

桜
山 

か
つ
子	

藁
焼
き
て
種
馬
鈴
薯
を
二
つ
割
り　
　
　

立
科
支
部　
　

内
藤 

謙
一

花
種
蒔
き
土
ふ
く
る
る
や
胸
ふ
く
る　
　

北
御
牧
支
部　

山
浦 

幸
恵

　佐久市の名産「安養寺味
噌」を通じて地域の特色を
学ぼうと、中込中学校3年
2組は味噌造りをテーマに
学習しています。
　5月11日は、女性会公認
グループ「結いの会」の花里道子さんやＪＡ生活指導
員らを講師に味噌玉造り（写真）や樽入れなどを体験
しました。
■動画の視聴はこちら→
　ＪＡ佐久浅間公式YouTubeチャンネル

味噌造り体験で地域を学ぶ
─ 中込中学校３年２組 ─

　当ＪＡは4月27日、本
所で外国人労働者の適正
雇用管理講習会を開き、
受入農家約50人が出席
しました（写真）。
　小諸労働基準監督署の
呼び掛けに応じて開いた
もので、講習会では同署や長野労働局の担当者が労務
管理の基本事項を説明し、適切な雇用管理を呼び掛け
ました。

　当ＪＡ女性会は4月24
日、佐久市の㈱カクイチ
Ａ-ＳＩＴＥ佐久平で今年
最初の「ＪＡ女性会マル
シェ」を開きました。
　会場では、管内産のイ
チゴを目玉に、望月高原のむヨーグルト、女性会「母
の味」の手作りおこわやいちご大福などを販売しまし
た（写真）。今年も11月まで毎月第4土曜日に開催す
る予定です。

　安心・安全な食生活と
農地を守り、自給運動に
取り組もうと、当ＪＡ女
性会は5月13・14日に、
14支部の会員約2,000人
を対象に野菜苗を無償配
布しました。
　各支部の班長などを通じて種なしピーマン「タネ
なっぴー」の苗約2,000本とミニトマト「甘っこ」の苗
約4,000本を届けました（写真）。

受入農家が労務管理を学ぶ
─ 外国人労働者の適正雇用管理講習会 ─

今年もスタート
─ ＪＡ女性会マルシェ ─

野菜づくりで自給運動を実践
─ 女性会 ─

ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
て
人
工
授
粉

利
用
し
た
い
身
近
な
Ｊ
Ａ
へ

リ
ン
ゴ
人
工
授
粉
試
験

佐
久
穂
支
所
竣
工
式
・
落
成
式

　

当
Ｊ
Ａ
は
５
月
３
日
、
佐
久
市
の
圃
場
で
農
業
用

ド
ロ
ー
ン
（
小
型
無
人
飛
行
機
）
を
使
っ
た
リ
ン
ゴ

の
人
工
授
粉
試
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

リ
ン
ゴ
は
自
ら
の
花
粉
で
は
受
粉
せ
ず
、
他
品
種

の
花
粉
で
受
粉
し
、
結
実
す
る
性
質
を
持
ち
ま
す
。

そ
の
た
め
、
リ
ン
ゴ
の
開
花
期
に
合
わ
せ
て
ミ
ツ
バ

チ
な
ど
の
訪
花
昆
虫
や
人
の
手
に
よ
る
授
粉
作
業
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ド
ロ
ー
ン
に
よ
り
作
業
時
間
を

短
縮
す
る
こ
と
で
農
家
の
負
担
を
減
ら
し
、
受
粉
不

良
で
起
こ
る
変
形
果
な
ど
の
品
質
低
下
を
防
ぐ
の
が

ね
ら
い
で
す
。

　

今
後
は
、
結
実
率
な
ど
を
調
査
し
、
実
用
化
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
く
方
針
で
す
。

ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
人
工
授
粉
試
験

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
す
る
浅
沼
組
合
長

ら
関
係
者

　

佐
久
穂
支
所
は
５
月
17
日
、
竣
工
式
・
落
成
式
を

開
き
、
佐
々
木
勝
町
長
や
Ｊ
Ａ
関
係
者
、
施
工
業
者

ら
が
出
席
し
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
の
事
業
改
革
の
一
つ
で
、
同
町
内
の
佐
久

町
、
八
千
穂
の
２
店
の
金
融
窓
口
を
集
約
し
、
金
融

窓
口
機
能
の
再
構
築
で
財
務
の
健
全
化
と
経
営
の
安

定
を
図
り
ま
す
。
同
支
所
は
鉄
骨
造
平
屋
建
て
、
延

べ
床
面
積
５
７
４
・
54
㎡
、
敷
地
面
積
１
６
７
９
・

83
㎡
。
「
利
用
し
た
い
身
近
な
Ｊ
Ａ
へ
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
設
計
さ
れ
ま
し
た
。

　

浅
沼
組
合
長
は
「
佐
久
穂
町
の
大
い
な
る
未
来
と

地
域
農
業
の
発
展
に
向
け
て
、
役
職
員
一
同
、
全
力

で
取
り
組
み
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。



Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間

農
地
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

家
庭
菜
園
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子づる

摘除

摘除

親づるは 5 〜 6 節
で摘心

着果
摘除

摘除

中
嶋 

信
幸

ナ
ス
の
整
枝

整
枝
・
芽
か
き

　

主
枝
の
１
番
花
の
下
か
ら
出
た
側
枝

２
本
を
伸
ば
し
、
３
本
仕
立
て
に
し
ま

す
。
そ
れ
よ
り
下
位
か
ら
発
生
し
た
え

き
芽
は
、
早
め
に
摘
み
取
り
ま
す
（
ナ

ス
の
着
花
習
性
）
。
接
ぎ
木
苗
の
場
合

は
、
台
木
の
芽
も
摘
み
取
り
ま
す
。

え
き
芽

　

作
物
の
茎
に
葉
が
付
い
て
い
る
所
が

節
で
、
そ
の
各
節
か
ら
さ
ら
に
茎
と
葉

を
も
つ
芽
が
発
生
し
ま
す
。
こ
れ
を

「
え
き
芽
」
と
い
い
ま
す
（
わ
き
芽
と

も
い
う
）
。
整
枝
し
た
主
枝
や
側
枝
が

伸
び
て
き
た
ら
、
約
１
ｍ
の
支
柱
３
本

を
30
㎝
く
ら
い
地
中
に
さ
し
込
ん
で
立

て
、
風
な
ど
で
倒
れ
な
い
よ
う
に
枝
を

ひ
も
で
結
び
つ
け
ま
す
。
ひ
も
は
茎
が

太
く
な
っ
て
も
食
い
込
ま
な
い
よ
う
に

少
し
余
裕
を
残
し
て
８
の
字
に
結
び
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ナ
ス
の
着
花
習
性

　

主
枝
の
第
１
花
の
着
生
は
第
７
～
９

節
の
節
間
で
、
第
２
花
以
後
は
２
葉
ご

と
に
着
生
し
ま
す
。
主
枝
の
第
１
花
の

直
下
の
葉
か
ら
え
き
芽
が
伸
び
て
第
１

側
枝
と
な
り
、
そ
の
下
の
葉よ
う
え
き腋
（
葉
の

付
け
根
）
か
ら
え
き
芽
が
伸
び
て
第
２

側
枝
に
な
り
ま
す
。
第
１
側
枝
と
第
２

側
枝
は
、
第
２
葉
と
第
３
葉
の
節
間
に

第
１
花
を
分
化
し
、
主
枝
と
同
様
に
２

葉
ご
と
に
花
を
着
生
し
ま
す
。

ト
マ
ト
の
整
枝

整
枝
・
芽
か
き

　

生
育
が
進
む
に
つ
れ
て
側
枝
が
伸
び

て
き
ま
す
。
ト
マ
ト
で
は
側
枝
を
す
べ

て
摘
み
取
っ
て
（
芽
か
き
）
主
茎
の
み

を
伸
ば
し
、
こ
れ
に
着
果
さ
せ
る
１
本

仕
立
て
に
し
ま
す
。

摘
心

　

収
穫
予
定
の
花
房
（
第
４
～
５
花

房
）
ま
で
開
花
し
た
ら
収
穫
予
定
の
花

房
の
上
に
葉
を
２
～
３
枚
残
し
、
主
茎

の
先
端
を
摘
み
取
り
ま
す
。

摘
果

　

１
果
房
当
た
り
４
～
５
個
を
目
安
に

形
と
発
育
の
良
い
も
の
を
残
し
ま
す
。

不
良
果
は
ピ
ン
ポ
ン
玉
大
に
な
る
ま
で

の
早
い
時
期
に
摘
果
し
ま
す
。

※
ミ
ニ
ト
マ
ト
で
は
こ
の
作
業
は
不
要

　

で
す
。

摘
葉

　

第
１
果
房
の
収
穫
が
終
わ
っ
た
頃
、

果
房
か
ら
下
の
葉
を
か
き
取
り
、
株
元

の
通
風
を
良
く
し
ま
す
。

生
理
障
害
対
策

　

ト
マ
ト
は
生
育
中
に
環
境
条
件
や
栄

養
条
件
に
影
響
さ
れ
や
す
く
、
生
理
障

害
果
が
発
生
し
や
す
い
野
菜
で
す
。
土

壌
管
理
な
ど
事
前
の
対
策
が
大
切
で

す
。

し
り
腐
れ
果
（
石
灰
欠
乏
症
）

　

石
灰
が
あ
っ
て
も
窒
素
の
過
剰
や
高

温
、
乾
燥
な
ど
に
よ
っ
て
根
が
弱
っ
て

い
る
場
合
、
石
灰
の
吸
収
が
妨
げ
ら
れ

て
起
こ
る
生
理
障
害
で
す
。
幼
果
時
に

果
実
の
果
頂
部
が
水
浸
状
に
な
り
、
や

が
て
円
形
の
黒
褐
色
に
な
っ
て
腐
り
ま

す
。
着
果
し
た
花
房
の
周
辺
の
葉
を
中

心
に
カ
ル
シ
ウ
ム
を
葉
面
散
布
す
る
の

が
最
も
有
効
で
す
（
カ
ル
シ
ウ
ム
肥
料

果菜類の整枝

　果菜類は生長を始めると、やがて葉の付け根からえき芽（側枝）

が伸びてきます。えき芽をそのまま放置すると枝が混み合い、風通

しが悪くなったり、日が当たらなくなり、病気や害虫の発生源にな

ります。また、必要以上に花が咲き、小さな実になってしまいます。

しっかりとえき芽を整理し、そろった野菜を収穫しましょう。

の
葉
面
散
布
は
、
開
花
期
に
塩
化
カ
ル

シ
ウ
ム
・
カ
ル
ク
ロ
ン
の
２
０
０
倍
液

を
２
～
３
回
散
布
す
る
）
。
ま
た
、
有

機
質
肥
料
や
緩
効
性
肥
料
を
主
体
と
し

た
土
づ
く
り
を
行
い
、
根
群
を
発
達
さ

せ
ま
す
。
高
温
期
は
地
温
の
上
昇
を
防

ぐ
マ
ル
チ
資
材
を
活
用
し
ま
す
。

裂
果

　

同
心
円
状
裂
果
と
放
射
状
裂
果
の
２

種
類
に
大
き
く
分
け
ら
れ
、
果
皮
に
裂

け
目
が
で
き
る
障
害
で
す
。
作
型
は
露

地
、
雨
よ
け
、
ハ
ウ
ス
抑
制
な
ど
で
、

収
穫
期
は
梅
雨
期
と
秋
雨
期
に
発
生
が

多
く
な
り
ま
す
。
大
き
な
原
因
は
土
壌

成
分
の
変
化
で
、
抵
抗
性
品
種
の
利
用

や
マ
ル
チ
ン
グ
の
利
用
な
ど
、
土
壌
水

分
の
乾
湿
を
小
さ
く
す
る
工
夫
が
必
要

で
す
。

ピ
ー
マ
ン
の
整
枝

整
枝
・
芽
か
き

　

露
地
栽
培
の
場
合
は
特
に
強
い
整
枝

は
必
要
と
し
ま
せ
ん
が
、
過
繁
茂
に

な
っ
た
ら
内
側
に
伸
び
た
枝
や
徒
長
枝

を
中
心
に
除
去
し
、
下
部
全
体
に
光
が

当
た
る
よ
う
に
し
ま
す
。
第
１
果
の
付

い
た
節
か
ら
出
る
２
～
３
本
の
分
枝
を

主
枝
と
し
て
伸
ば
し
ま
す
。
活
着
し
た

ら
、
こ
れ
よ
り
下
か
ら
発
生
す
る
え
き

芽
を
早
め
に
か
き
取
り
、
主
枝
の
生
育

を
促
し
ま
す
。
次
々
と
花
が
咲
く
た

め
、
草
勢
に
よ
っ
て
は
小
さ
な
ピ
ー
マ

ン
に
な
る
か
、
開
花
後
に
落
ち
て
し
ま

い
ま
す
。
枝
は
折
れ
や
す
い
の
で
支
柱

に
誘
引
し
、
余
裕
を
持
た
せ
る
よ
う
に

固
定
し
て
風
通
し
と
日
当
た
り
を
良
く

し
ま
す
。
株
は
外
側
に
向
か
っ
て
伸
び

る
の
で
全
体
を
盃
形
に
し
、
小
枝
が
Ｖ

字
形
に
開
く
よ
う
に
す
る
と
、
収
量
を

多
く
・
長
期
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
光
合
成
を
盛
ん
に
す
る
）
。

水
分
管
理

　

土
壌
が
乾
燥
す
る
と
き
は
灌
水
し
ま

す
。
地
温
が
高
い
日
中
の
灌
水
は
根
を

傷
め
る
の
で
、
朝
方
か
夕
方
に
行
う
よ

う
に
し
ま
す
。

追
肥

　

最
初
の
追
肥
は
、
定
植
２
～
３
週
間

後
に
畝
間
に
施
し
ま
す
。
２
～
３
本
で

30
ｇ
程
度
、
２
回
目
以
降
は
２
週
間
程

度
の
間
隔
で
畝
の
肩
に
施
し
ま
す
。

収
穫
時
期

　

ピ
ー
マ
ン
の
花
は
両
性
花
で
自
家
受

精
し
て
結
実
し
ま
す
。
果
実
は
肥
大
・

成
熟
す
る
に
つ
れ
て
緑
色
か
ら
赤
色
な

ど
に
変
化
し
ま
す
が
、
ピ
ー
マ
ン
は
通

常
、
開
花
後
20
日
く
ら
い
た
っ
た
緑
色

の
未
熟
果
（
約
25
～
50
ｇ
程
度
の
大
き

さ
）
を
収
穫
し
ま
す
。

　

放
っ
て
お
く
と
、
夏
季
は
開
花
後
50

日
く
ら
い
で
赤
く
完
熟
し
、
ビ
タ
ミ
ン

Ａ
な
ど
の
栄
養
価
が
飛
躍
的
に
高
く
な

り
ま
す
。
し
か
し
、
完
熟
さ
せ
る
た
め

に
着
果
負
担
が
大
き
く
な
り
、
樹
勢
を

維
持
す
る
こ
と
が
難
し
い
の
で
、
収
穫

前
半
は
未
熟
果
で
収
穫
し
、
後
半
は
完

熟
果
に
し
て
収
穫
す
る
よ
う
に
し
ま

す
。

ス
イ
カ
の
整
枝

整
枝
・
芽
か
き

　

整
枝
は
作
型
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

が
、
３
～
４
本
の
子
づ
る
に
果
実
を
な

ら
せ
る
の
が
一
般
的
で
す
。
４
本
仕
立

て
の
整
枝
は
次
の
よ
う
に
行
い
ま
す
。

①
親
づ
る
を
５
～
６
節
で
摘
心
し
ま

す
。

②
親
づ
る
の
各
節
か
ら
発
生
す
る
子
づ

る
が
40
～
50
㎝
に
な
っ
た
ら
、
勢
い

の
良
い
子
づ
る
を
４
本
残
し
、
余
分

な
子
づ
る
は
早
め
に
摘
み
取
り
ま

す
。

③
４
本
の
子
づ
る
は
摘
心
せ
ず
に
、
つ

る
の
先
を
均
等
に
伸
ば
し
、
均
等
に

配
置
し
ま
す
。

④
子
づ
る
か
ら
出
る
着
果
節
ま
で
の
孫

づ
る
は
、
全
て
摘
み
取
り
ま
す
。

⑤
子
づ
る
の
６
～
７
節
目
に
最
初
の
雌

花
が
着
生
し
ま
す
。
こ
の
１
番
花
は

変
形
果
に
な
り
や
す
い
の
で
、
草
勢

が
強
い
場
合
は
着
果
さ
せ
て
草
勢
を

落
ち
着
か
せ
て
か
ら
摘
果
し
ま
す
。

草
勢
が
弱
い
場
合
は
雌
花
を
摘
み
取

り
ま
す
。

⑥
最
初
の
雌
花
か
ら
５
～
10
節
目
に
着

生
す
る
２
番
目
の
雌
花
も
果
皮
が
厚

か
っ
た
り
、
空
洞
果
に
な
り
や
す
い

の
で
着
果
し
た
も
の
は
摘
み
取
り
ま

す
。

⑦
株
元
か
ら
18
～
20
節
目
に
着
生
す
る

雌
花
の
３
番
花
も
し
く
は
４
番
花
に

人
工
授
粉
し
着
果
さ
せ
ま
す
。

ス
イ
カ
の
着
果
習
性

　

ス
イ
カ
の
花
に
は
雌
花
と
雄
花
が
着

き
ま
す
が
、
栽
培
条
件
が
良
く
充
実
し

た
花
は
両
性
花
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
つ
る
が
１
ｍ
く
ら
い
伸
び
た
頃

に
、
５
～
６
節
に
雄
花
が
咲
き
始
め
、

や
や
遅
れ
て
雌
花
が
咲
き
始
め
ま
す
。

　

雌
花
は
親
づ
る
、
子
づ
る
共
に
第
６

～
８
節
に
着
き
、
そ
の
後
は
５
～
６
節

ご
と
に
着
き
ま
す
。
着
果
を
確
実
に
す

る
た
め
に
、
晴
天
の
日
の
早
朝
か
ら
午

前
９
時
頃
ま
で
に
人
工
授
粉
を
行
い
ま

す
。

主枝を伸ばす

1番花

伸ばす
えき芽

伸ばすえき芽

摘み取る
えき芽

主茎

花房

花房のすぐ下の節から
は主茎と間違うほど勢
いよく側枝が伸びる。
花房が付いている方が
主茎で、図のようにな
らないうちに早めに摘
み取る

6～10cmに伸びたら摘み取る。
横に曲げて付け根から摘み取
り、傷口を大きくしないように
注意する

特大果

小果

摘果

芽かき

伸ばす（主枝）

伸ばす（分枝）伸ばす（分枝）

1番花

えき芽

えき芽

下のえき芽
は取り除く



永井智一（ながい・ともかず）
茨城県笠間市にある
「天晴（旧キッチン晴人）」
オーナーシェフシェフ永井のおすすめ

共通のテーマで皆さんの声をお届けします

みんなの広場 今月のテーマ

スマイル
ＪＡ女 性 会

エビ春巻きエスニックソース

タコのエスニック炒め

材料（3 人分）

材料（2 人分）

作り方

作り方

春巻きの皮（小）……………………………6 枚
あん
　むきエビ（包丁で粘りが出るまでたたく）……120g
　タケノコ水煮（みじん切りして湯通しする）…60g
　青ネギ（みじん切り）……………………大さじ 1
　ショウガ（みじん切り）…………………小さじ 1
　塩…………小さじ 1/4　　こしょう……少々
　しょうゆ…小さじ 1　　　ごま油………小さじ 1
　砂糖………小さじ 1/4　　ナンプラー…小さじ 1
　片栗粉……小さじ　　　　
のり（小麦粉 1：水 2） ……………………適宜
サラダ油………………………………………適宜
エスニックソース
　マヨネーズ…………………………………大さじ 1
　ナンプラー…………………………………大さじ 1
　レモン汁……………………………………大さじ 1
　豆板じゃん…………………………………小さじ 1

蒸しタコ（ぶつ切り）………120g
キュウリ………………………1 本
ダイコン………………………1/8 本
トマト…………………………中 1 個
セロリ…………………………1 本
ニンニク（みじん切り）……小さじ 1
タカノツメ……………………3 本
オリーブ油……………………大さじ 1
白ワイン………………………大さじ 1
塩・こしょう…………………適宜
砂糖……………………………小さじ 1
ナンプラー……………………大さじ 1
レモン汁………………………大さじ 1

❶むきエビから片栗粉までの材料をボウルに入れて

よく混ぜてあんを作る。

❷春巻きの皮を広げて、あんを巻き上げて、皮の縁

にのりを付けてとじる。

❸サラダ油を 160 度に熱し❷をきつね色に揚げる。

❹❸を器に盛り付け、エスニックソースの材料を混

ぜ合わせ、別の器に添えて出来上がり。

※ 写真のレモン・パクチーは材料外

❶フライパンにオリーブ油、ニンニク、タカノツメ、タコ

を入れ弱火で香りを移しながら 3 〜 4 分炒める。

❷❶に白ワインと食べやすい大きさに乱切りした野菜類を

入れる。塩・こしょうを振り、砂糖、ナンプラーを入れ

2 分ほど強火で炒める。火を止めてレモン汁を入れる。

❸❷を器に盛り付けて出来上がり。

佐久支部
春の郷土の味「よもぎ餅」づくり

　佐久支部は 10 班、103 人の会
員が在籍しています。今年度は臼
田、八千穂支部と合同企画を中心に
年間で活動に取り組んでいます。5
月 19 日はＪＡ旧佐久町店の加工室
で、共同加工講習会・よもぎ餅づく
りを行い、28 人が参加。自生する
旬のよもぎをそれぞれ摘み取って持
ち寄り、調理を通じて郷土の味に親
しみました。
　木内幸子支部長は「乾燥野菜・食
品加工研究などの合同企画を中心に
各班の活動を充実させ、食や農業に
関する知識を身に付けて生活に役立
てたい」と話しています。

出来上がったよもぎ餅は
会員が持ち帰り、あんこ
を包んだりきな粉をまぶ
すなど、好みの食べ方で
味わいました。

たっぷりの熱湯でヨモギをゆでる 生地にヨモギを練りこむ

きょうだい 娘の手

　ぼくのいやされるものは、
妹と弟たちです。ぼくは4人
きょうだいの長男です。い
つも「にに」とよんでくれ
てうれしいです。妹は学校から帰ってくるといつも
ギューっとだきついてきてくれます。弟はまだ5カ
月で、ほっぺたがぷにぷにしてかわいいです。家に
帰ってくるとホッとします。
　時々けんかもあるけれど弟と妹からいやされてい
ます。こんな兄ちゃんだけど、いつもありがとう
ね。これからもよろしくね。

　毎日、目の前に次から次へ
と現れる作業にせっぺせっぺ
しています。そんな中で「癒
されるもの」は、4歳の末っ
子の手です。それは、パーにするとカエデの葉のよ
うで、グーにするとまん丸でドラえもんの手のよう
で可愛い手です。
　夕暮れの散歩では、そのプニプニとして柔らかい
手で僕の手を握ってきてくれて、嬉しそうに喋って
いる横顔とともに癒されます。その何気なく繋いで
くれる手が「癒されるもの」の一つです。

佐久市志賀
黒澤 武流さん（8歳）

小諸市森山
小泉 多加至さん（45歳）

「癒されるもの」
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【
俳
句
・
川
柳
ほ
か
】

私
の
一
句

私
の
一
首

か
ら
松
の
新
芽
目
に
沁
む
五
月
晴
れ

ヤ
ッ
ホ
ー
（
佐
久
穂
町
）

瑞
々
し
蕗
山
と
採
れ
香
手
に
滲
む

竹
（
東
御
市
）

田
を
植
ゑ
て
な
り
わ
い
農
の
い
と
ま
恋

Ｋ
・
Ｓ
（
佐
久
市
）

風
に
揺
る
野
菜
育
ち
し
薄
暑
か
な花

木
槿
（
佐
久
市
）

走
り
茶
を
娘
供
え
し
仏
壇
に

Ｆ
・
Ｆ
（
軽
井
沢
町
）

郭
公
の
声
に
急
か
さ
れ
大
豆
蒔
き鯉

太
郎
（
佐
久
市
）

マ
ス
ク
し
て
い
つ
も
の
仲
間
葱
坊
主

キ
ー
ち
ゃ
ん
（
佐
久
市
）

苗
代
を
息
子
に
ま
か
せ
ホ
ッ
ト
す
る

ミ
ミ
バ
バ
（
小
諸
市
）

畦
道
に	

咲
き
誇
れ
ど
も	

名
は
知
ら
ず

明
日
散
り
ゆ
く
も	

姿
勇
ま
し

田
口
一
葦
（
佐
久
市
）

恋
蛍	

消
し
て
は
点
す	

愛
の
火
を

闇
夜
の
中
も	

お
く
り
飛
び
交
う　

爾
楽
庵
（
佐
久
市
）

先
生
を	

退
職
し
た
る	

隣
人
の

畑
の
一
畝	

チ
ュ
ウ
リ
ッ
プ
笑
む　

ス
ズ
メ
（
佐
久
市
）

風
立
ち
ぬ	

土
手
に
笑
顔
を	

ふ
り
ま
い
て

前
を
向
け
よ
と	

ダ
ン
デ
ラ
イ
オ
ン　

し
わ
し
わ
ば
ば
（
御
代
田
町
）

新
緑
の	

曲
ね
り
流
る
る	

湯
川
に
は

潰
れ
石
な
る	

赤
石
あ
り
ぬ　

デ
ブ
ジ
（
佐
久
市
）

花（佐久市）

サザンカ（佐久市）

佐
久
穂
支
所
が
新
し
く
な
り
、
職

員
の
皆
さ
ん
も
引
っ
越
し
な
ど

大
変
で
す
ね
。
私
は
こ
れ
か
ら
も
ず
っ

と
利
用
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も
体
調
に

気
を
つ
け
て
、
無
理
の
な
い
よ
う
に

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
ね
！

Ｒ
・
Ｔ
（
佐
久
穂
町
）

孫
が
一
年
生
に
な
り
ま
し
た
。
途

中
か
ら
私
に
ラ
ン
ド
セ
ル
を
渡

し
、
友
達
の
家
に
行
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
私
、
小
学
生
に
な
っ
た
気
分
で

毎
日
ラ
ン
ド
セ
ル
を
し
ょ
っ
て
、
家

に
帰
り
ま
す
??

ラ
ン
ド
セ
ル
ば
あ
さ
ん
（
佐
久
市
）

プルーン（御代田町）

庭
先
に
ト
マ
ト
、
ナ
ス
、
オ
ク
ラ
、

サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
を
植
え
ま
し

た
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
モ
ロ
ッ
コ
な
ど

は
新
芽
が
出
て
い
ま
す
。
こ
の
ご
ろ

夜
は
霜
注
意
報
が
出
て
い
る
の
で
心

配
し
て
い
ま
す
。
早
く
お
い
し
い
ト

マ
ト
な
ど
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な

れ
ば
い
い
で
す
ね
。し

い
ち
ゃ
ん
（
東
御
市
）

庭
続
き
の
百
坪
ほ
ど
の
畑
。
朝
夕

少
し
の
時
間
で
す
が
草
取
り
を

し
て
い
る
の
で
、
今
の
と
こ
ろ
す
っ

き
り
き
れ
い
で
満
足
感
が
あ
り
ま
す
。

で
も
こ
れ
で
梅
雨
に
入
る
と
草
の
勢

い
に
負
け
て
毎
年
、
草
ボ
ウ
ボ
ウ
に

な
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
よ
ね
。
今
年

は
負
け
な
い
ぞ
（
と
、
去
年
も
思
っ

て
い
ま
し
た
）
。カ

コ
ち
ゃ
ん
（
佐
久
市
）

庭
を
少
し
ず
つ
耕
し
て
夏
野
菜
を

植
え
て
い
ま
す
。
全
部
主
人
で

す
が
、
私
は
雑
草
も
取
ら
ず
に
家
の

中
か
ら
眺
め
て
い
る
だ
け
。
主
人
の

父
母
が
生
き
て
い
た
ら
絶
対
手
伝
い

な
さ
い
と
言
わ
れ
る
。
食
べ
る
だ
け

の
私
、
太
る
の
当
然
で
す
ね
。

だ
っ
こ
ち
ゃ
ん
（
佐
久
市
）

子
供
の
い
な
い
私
に
毎
年
、
母
の

日
に
素
敵
な
お
花
が
届
き
ま

す
。
母
で
も
な
い
の
に
本
当
に
や
さ

し
い
姪
た
ち
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い

ま
す
。
嬉
し
く
て
さ
っ
そ
く
携
帯
で

写
真
を
撮
っ
て
お
き
ま
し
た
。

ピ
ー
ち
ゃ
ん
（
佐
久
市
）

暖
か
い
季
節
に
な
っ
た
と
感
じ
る

日
々
で
す
。
庭
を
見
て
い
る
と

ツ
バ
メ
や
ス
ズ
メ
、
ヒ
ガ
ラ
な
ど
の

野
鳥
が
忙
し
く
行
き
来
し
て
い
ま
す
。

図
鑑
を
片
手
に
鳴
き
声
も
参
考
に
し

な
が
ら
見
分
け
る
こ
と
が
楽
し
い
で

す
。

と
し
（
佐
久
市
）

自
家
用
の
玉
ネ
ギ
を
作
っ
て
い
ま

す
が
、
ト
ウ
立
ち
が
多
く
て

ガ
ッ
カ
リ
で
す
。
早
め
に
柔
ら
か
い

葉
を
油
み
そ
や
酢
み
そ
に
し
て
食
べ

て
い
ま
す
。
玉
ネ
ギ
の
葉
を
作
っ
て

い
る
よ
う
だ
と
笑
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ち
ー
ち
ゃ
ん
（
佐
久
市
）

高
齢
化
な
の
か
、
作
り
手
が
い
な

い
水
田
が
所
々
に
広
が
っ
て
い

る
。
我
が
家
も
他
の
方
に
委
託
し
て

作
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
耕
作
者

の
方
も
種
々
の
人
が
受
託
し
て
い
る
ん

だ
ろ
う
な
。
土
手
を
き
ち
ん
と
作
り
、

田
も
秋
・
春
に
と
何
回
か
起
し
て
作
っ

て
い
る
人
、
春
に
一
回
だ
け
起
こ
し

て
水
田
に
す
る
人
。
作
り
手
に
よ
っ

て
稲
の
作
り
方
も
い
ろ
い
ろ
だ
。

青
汁
（
佐
久
市
）

里
山
の
登
山
が
今
、
人
気
だ
と

か
。
私
も
先
日
、
ふ
と
思
い

立
っ
て
南
牧
村
の
飯
盛
山
に
登
っ
て

き
ま
し
た
。
尾
根
道
に
出
る
と
真
正

面
に
ま
だ
雪
を
か
ぶ
っ
た
富
士
山
。

隣
に
は
桜
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。
頂

上
は
パ
ノ
ラ
マ
、
鳥
の
さ
え
ず
り
、

植
物
の
芽
吹
き
な
ど
い
い
時
間
を
感

じ
て
き
ま
し
た
。

お
鍋
（
佐
久
市
）

Ｋ・ばあば（御代田町）

二重マスの文字を順に並べてできる言葉
は何でしょうか？
答えを下記のあて先までお送りください。

先月号の答えは 

『ミズタマリ』
でした。

衣
替
え
の
つ
い
で
に
乾
燥
剤
を
日

に
当
て
よ
う
と
、
タ
ン
ス
な
ど

か
ら
取
り
出
し
た
の
で
す
が
、
何
個

使
っ
て
い
る
の
か
覚
え
が
な
く
、
こ

ん
な
所
に
も
あ
ん
な
所
に
も
と
結
局

物
が
多
く
、
比
例
し
て
乾
燥
剤
も
多

く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
反
省
。

整
理
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
が
、

日
に
当
て
る
だ
け
で
再
び
使
え
る
乾

燥
剤
は
便
利
で
す
ね
。

ブ
ル
ー
バ
ラ
（
佐
久
市
）

息
子
が
畑
に
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を

作
り
ま
し
た
。
前
々
か
ら
話
は

し
て
い
た
の
で
す
が
、
ホ
ン
ト
に
作

る
と
は
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
新
し

い
も
の
で
は
な
く
、
知
り
合
い
か
ら

鉄
骨
を
譲
っ
て
も
ら
い
、
ビ
ニ
ー
ル

を
張
り
ま
し
た
。
ほ
ぼ
一
人
で
作
業

し
、
で
き
た
時
は
ド
ヤ
顔
。
中
は
暖

か
い
。
何
が
収
穫
で
き
る
か
楽
し
み

で
す
。

百
日
草
（
佐
久
市
）

朝（佐久市）

ピー子ちゃんのママ
（佐久市）

私の一句・一首、クイズの答え
お便り、イラスト・写真など
私の一句・一首、クイズの答え
お便り、イラスト・写真など

①クイズの答え
②身近な情報や出来事
（イラスト・俳句等）
③「家庭菜園便利帖」
で取り上げてほしい
農作物

④〒・住所・氏名・
　年齢・電話番号・
　ペンネーム

●おハガキに記載された個人情報は、広報誌の編集
およびプレゼント発送等を目的とし、それ以外には
一切利用いたしません。
●お送りいただいたハガキ・イラスト・写真等は返
却いたしません。

63
★クイズ正解者の中から
　抽選で 5 名の方に
  「望月高原ヨーグルト
　  セット」
　　を差し上げます。

●締切6月22日㈫
　（消印有効）
※ハガキは１人１枚を
　有効とします

◇◆ヨコのカギ◆◇
①雨や日光を避けるために差します
②緑に黒のしまがある果実
③増

ぞう

の反対語
④ヤッホーと叫ぶとヤッホーと返します
⑤片目をパチンとつぶります
⑦キャッツアイとも呼ばれる宝石
⑨木材を薄く加工した物
⑪一つ目小僧とか小豆洗いとか。○○○○変化
⑬量より重視されることもあります
⑮爽やかな香りのするハーブ。ペパー○○○
⑰つぼ焼きにするとおいしい貝
⑲漢字で書くと雑魚。取るに足りないもののこと
�みんな出掛けている状態
◇◆タテのカギ◆◇
①仙人が食べているというもの
③学校を出て家まで帰ること
⑥年齢を数えるときに使う言葉
⑦ラジオから 1970 ○○○○の曲が流れてきた
⑧この虫が作る繭から絹が取れます
⑩下から 5 桁目です
⑫ものは○○○だ、まずやってみよう
⑭サーフィンやヨットを楽しめる場所
⑯「やれ打つな蝿

はえ

が手をすり足をする」は
　小林○○○の句です
⑱日本髪に挿す飾り
⑳ゆでたそうめんの水を切るときに使います
�親同士が兄弟姉妹です
�将棋に似た西洋のゲーム

応募総数 141 通
●「JAHOO クイズ」当選者
　の発表は、プレゼントの発
　送をもってかえさせていた
　だきます。ご了承ください。



Sakuasama  InformationSakuasama  InformationＪＡ佐久浅間からのお知らせ

休日・夜間緊急連絡先

相談・苦情受付ダイヤル

営業時間外の連絡時にご利用ください
■キャッシュカード・貯金通帳・印鑑の紛失
　　  0120－02－4040
　※受付：月曜～金曜  17時～翌朝8時  土日祝日 24時間
■自動車事故（ＪＡ自動車共済）

　　  0120－258－931 ※受付：24時間365日

当ＪＡ各事業に関する相談・苦情を受付ます
　　  0120－677－882

ジコは   クミアイ

※時間：9～17時 土日祝日を除く

各種相談会のご案内
■相談日（7月） 3日㈯ 野沢店　6日㈫ 佐久穂支所
　　　　　　　 13日㈫ 平根店　27日㈫ 臼田店
■相談役　ＪＡ長野信連 社会保険労務士 湯本 久美
■お申し込み　ＪＡ金融窓口または金融部金融企画課
　　　　　　　 TEL 0267-67-0610
■相談日　6月28日㈪ 午後1時30分〜午後5時
　場　所　本所2階201
■お申し込み　農家経営支援対策チーム
　TEL 0267-68-1114　FAX 0267-68-1928
　お申し込み締め切り　6月21日㈪　
※開催日、場所等が変更になる場合があります

年
金
相
談

営
農
・
就
農
相
談

監事会報告　5 月 25 日開催 / 報告事項

①子会社監査役からの諸報告について
②常勤監事からの報告について
③４月内部監査実施状況報告について

理事会報告　5 月 25 日開催 / 主な報告事項

①４月末部門別損益計算書について
②ＪＡ財務モニタリングについて
③第２２回通常総代会の運営について
④役員選任議案に係る立会人の推挙について
⑤金融機関貸付について
⑥会計監査人の再任について
⑦内部監査実施状況の報告について
議決事項
第１号議案　令和２年度決算監事監査整備改善指示

事項処理顛末書について
第２号議案　令和２年度会計監査人監査報告書につ

いて
第３号議案　令和２年度監事監査報告書について

第４号議案　行政庁に提出する業務報告書及び連結
業務報告書について

第５号議案　職制規程の改正について
第６号議案　電子証明書管理規程の制定について
第７号議案　就業規則の改正について
第８号議案　外部出資について
第９号議案　大口融資について
　第１号議案から第９号議案について承認しました。

アメック分譲地情報 ー賃貸物件情報（仲介）ー

【佐久平駅北】名称「セピア」５階部分
間取り　３ＬＤＫ（７０. ５２㎡）
敷　金　家賃の１カ月分
礼　金　なし
家　賃　86,000 円
共益費　5,000 円
駐車料　１台目無料
　　　　２台目 3,000 円
仲介手数料　家賃の 1.1 カ月分
　　　　　（更新時 0.55 カ月分）
構　造　鉄筋コンクリート造 6 階建
　　　　（エレベーター付き）
設　備・給湯（ＬＰＧ）
　　　・エアコン１台完備（ＬＤＫ）
　　　・物置あり（各戸）
　　　・全室ペアガラス
　　　・モニター付きインターホン
周辺状況
・ＪＲ北陸新幹線佐久平駅まで徒歩約１分
・大型ショッピング施設まで徒歩約７分
・佐久平浅間小学校まで徒歩約８分
■お問い合わせ・お申し込み
　JA 佐久浅間株式会社アメック
　宅地建物取引業者免許／長野県知事（7）3939 号
　佐久市猿久保 882　ＪＡ佐久浅間本所北館 1 階
　TEL 0267 ー 68 ー 1395　FAX 0267-68-7208
　HP：https://www.ja-amecc.co.jp/
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JA共済では、共済掛金を現金で払い込みいただいて
いるご契約者様に口座振替への変更をおすすめしてい
ます。

ポイント①
現金が必要ないので便利！
共済掛金が毎月（毎年）自動的に引き落としされ
るので、払い込みの手間がかかりません。
ポイント②
払い込み忘れがなくなって安心！
自動引き落としのため、払い込み忘れがなくなり
ます。また、通帳に記帳することで払い込みの履
歴をお手元でいつでもご確認いただけます。
ポイント③
共済掛金がお得になるかも！
ご契約によっては、条件を満たすことで共済掛金
がお得になる可能性があります。
 ■詳しくはお近くのJA支所・店共済窓口へ 「望月高原ヨーグルト」は、搾りたての牛乳をたっぷ

り使った本格的なヨーグルトです。お中元・ご贈答用
におすすめの商品です。
オンラインショップではのむヨーグルトとソフトヨー
グルトを組み合わせた新しいラインナップが登場しま
した。

●おすすめセット（詰め合わせ）

ファミリーセット　1,778円（税込）
※上記以外にもお得なセットをご用意しております

オンラインショップ
http://www1.enekoshop.jp/
shop/ja-sakuasama/

■お問い合わせ
　しらかばアイス・ヨーグルト工場　
　TEL 0267ー54ー2075

お中元・ご贈答用に

共済掛金の払い込みは口座振替がおすすめです理事・監事役員報酬配分額について 臼田店 一時休業のお知らせ
当ＪＡでは、臼田店改修工事を行うため、下記の通り
「窓口業務」および「ＡＴＭ稼働」を一時休業させて
いただくことになりました。
組合員・利用者の皆さまには、ご不便をおかけします
がご理解・ご協力をお願いいたします。

●休業期間　令和3年7月10日㈯～
　　　　　　令和3年7月25日㈰まで
※工事期間中、貯金・振込・融資に関する業務は「田口店」で

行います。
※近隣ＡＴＭをご利用ください。
　【平日・土日祝日稼働】田口店ＡＴＭ　佐久総合病院支所
　  ＡＴＭ　ユーパレット南佐久店ＡＴＭ
　【平日・土曜日稼働】旧切原店ＡＴＭ　旧橋場店ＡＴＭ
※休業中の各種ご相談は田口店までご連絡ください。

■お問い合わせ
　田口店　TEL 0267ー82ー2031

組合長

副組合長

常務理事

担当委員長

担当副委員長

一般理事

9,367,290円

9,085,990円

8,459,370円

1,080,000円

1,025,949円

978,342円

役　職 年俸額

理　
　

事

 （監事の協議による決定内容）
年俸額

代表監事・員外監事

代表監事代理

一般監事

常勤監事

1,513,200円

1,151,040円

1,075,380円

8,459,370円

役　職

監　
　

事

 （5月28日・臨時理事会決定内容）

令和３年４月の低温及び凍霜害に
対する災害緊急資金について

長野県ＪＡバンクは、令和３年４月の低温及び凍霜害
への対策資金として、農業者に向けた災害緊急資金の
取り扱いを始めました。

ＪＡアグリマイティーローン「災害緊急資金」
●対　象　者　令和3年4月の低温及び凍霜害により
　　　　　　被害を受けた農業者
●融　資　額　500万円以内
●資金使途　被害を受けた農業者で農業経営の維
　　　　　　持や再開を目的とした緊急性を要す
　　　　　　る資金
●融資期間　最長5年
●担保・保証　原則無担保
　　　　　（県農業信用基金協会保証付き）

■お問い合わせ
　お近くのＪＡ融資取り扱い窓口へ
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